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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

小型モジュール炉（SMR）は早期の投資回収が可能であり、これ

からの原子炉マーケットにおいて重要な位置づけを担っている。

中性子のリアルタイム監視により、臨界状況を正確に把握する必

要があるが、その計測システムも低コストである必要がある。高

温・高線量γ線環境において中性子のみの信号をリアルタイムで

長時間正確に測定可能な既製の測定機器はないため、本業務では

簡素で小型・低コストかつ広いダイナミックレンジを有する新た

な中性子検出器を提案することを目的として、以下の研究開発を

行う。 

１）中性子束計測場の形成に関する研究 

２）太陽電池型中性子検出素子の特性解明に関する研究 

３）中性子／α粒子変換膜構造最適化に関する研究 

４）太陽電池型素子の出力劣化の補正法の確立と高温環境耐性

確立に関する研究 

５）太陽電池型検出素子におけるα線（Heイオン）誘起劣化の

Heエネルギー依存性解明のための、照射技術開発と、He誘

起劣化特性取得 

２．総合評価 
Ａ ・多様性のあるメンバーが研究チームとして原子力分野の研究に

携わっていること、従来の研究成果を基盤として、短い期間によ

い成果を出していることは評価ができる。 

・1F廃炉事業にて、中性子計測に関する様々な研究・開発がなされ

ており、これらの情報を取り入れるとよりよい。 

 

 

 



Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


